
泡沫分離装置について

福武冷機の「泡沫分離装置」で活かす水槽へ



泡沫分離装置とは？

泡沫分離装置とはマイクロバブルのような細かい泡を大量に生
成する装置で、海水中に溶存しているタンパク質（プロテイン）
を分解除去し、一部の菌やウイルスも除去します。

魚介類は細菌やウィルスなどの病原菌類及び寄生虫の侵入を防
ぐために、体表粘液（タンパク質）を分泌し続け、体を守るバリ
アーとして機能させていますが、そのタンパク質や排泄物、餌の
食べ残しなどがろ過槽内のバクテリアにより、アンモニア（魚に
とって猛毒）→亜硝酸（弱毒）→硝酸塩（微弱毒）へと分解され
蓄積されていきます。硝酸塩は魚にとっては微弱毒ですが、水槽
内に蓄積されると海水を入れ替えるか、脱窒にて対応する必要が
あります。

泡沫分離装置は海水中に溶存しているタンパク質やアミノ酸を
バクテリアが分解する前に除去します。ろ過装置で濾過する前に
水中内の不要物質を除去し、ろ過装置の負担を軽減します。さら
に、ろ過装置でも取りきれない不要物質も除去できます。また、
強力なエアーレーション効果により撹拌させることで水中の溶存
酸素が多くなり、魚介類が過ごしやすい環境にすることができ、
水槽内の活性を向上させる効果があります。

弊社の泡沫分離装置は、市場で流通しているプロテインスキ
マーよりも泡が細かく、プロテインスキマーよりも数倍の効果が
発揮できます。



活かす水槽の技術・システムである泡沫分離装置を組み込むことで、ロスを減らし、
水替えの頻度も下がり、掃除の手間も軽減できます。よって、水槽で悩むことが無
くなります！

活かす水槽の独自の濾過システムは生物濾過・化学濾過・物理濾過を使
い分け、水質悪化の原因、魚にとって有害物質となるアンモニア、タン
パク質、老廃物、有機物、細菌、浮遊物質を徹底的に取り除き、魚介類
が“活きる”ために必要な水質環境を整え、良好な状態で魚介類を消費者
の皆様へ提供することができます。



魚介類へ



施工例１

◎飲食店様のイカ水槽

イカは墨を吐き、水を汚します。

３日後、イカの吐く墨やその他不純
物質は取り除かれ水は透き通ります。
イカは3日～12日程、生かす事が出来
ました。

施工前

施工後



施工例２

◎仲買様のエビ水槽

水槽の底がまったく見えないくらい
水が濁ってしまっています。

１週間後、汚泥物や水に混ざってい
た不純物質が取り除かれ、水に透明
度がでて水槽の底にいるエビもはっ
きり見えるようになりました。
水換えの頻度を減らすことができま
す。換水を5年間おこなっておりませ
ん。

施工前

施工後



施工例３

◎仲買様のアナゴ水槽

アナゴは表皮粘膜のぬめりが多く、
水が汚れやすい魚種です。

１週間後、汚れの泡はほとんど出なく
なり、中までよく見えます。
施工から3ヶ月経過しましたが、一度
も水換えしなくて済んでおります。
水換え頻度は圧倒的に少なくなります。

施工前

施工後



施工例４

◎仲買様のカニ水槽

カニの水槽です。
甲殻類は水を黄ばませてしまいます。

２週間でここまでキレイになりました。
泡と化した汚れも取り除け、水も透き
通りキレイになります。換水を4年間
おこなっておりません。

施工前

施工後



施工例５

◎飲食店様の120ｔ超水槽

魅せる必要がある水槽なのですが水
が濁ってしまい、他の水槽屋さんに
相談しても「入れ過ぎですので減ら
してください」とのこと。
この時のロスは毎日200匹にも上って
しまっていました。

泡沫分離装置の設置から14日後。プー
ルのようにきれいになりました。
この状態でロスは0です。
その後の病気の発生も無くなりました。
換水を3年間おこなっておりません。

施工前

施工後




